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1. 衣服の衛生加工した製品は悪臭を防ぎ，皮膚湿し

ん，あるいは水虫の予防に効果があるといわれている。

そして防菌試験菌としては普通Staphyro  coccus aureus

209-Ｐ が用いられている。しかしこの菌の生育を防止す

ることが，日本人の肌着の悪臭，皮膚湿しんを防止する

ことになるといっていいのであろうか。これに関する知

見をうるため，皮膚に生棲するバクテリを分離し，それ

らの菌と,  Staphypo  coccus aure £s 209-P を用い衛生

加工品に対する抗菌力を比較し，衛生加工製品の試験菌

についての検討を行なった。

2.    ①菌 の分離,  5c㎡ 角 のが一ゼを６つ折りにした

もの４組を100m/ の広口瓶に入れ，各試布に1ml ずつ

滅菌水を注入して121 °Cで15 分滅菌。ピンセット，メ

ス，ハサミなども滅菌し，別に緩衝生理滅菌水を用意し

ておく。

被検者の肢下あるいは足の裏をガーゼで拭き，広口瓶

にもどして細片とし,  40m/ の緩衝生理滅菌水を入 れて

よくふり，十進希釈法により希釈培養して皮膚の菌を純

粋培養した。②菌の種類の同定：菌の種類を知るために

生理試験と形態検査を行なった。③衛生加工品に対する

抗菌力試験：既知の衛生 加工 試布を 用い,  St｡aureus

209-P を対 照として抗菌力 を比 較し た。試 験方法 は

ＡＡＴＣＣ-90-1958 によった。

3. 皮膚分離菌の特性が判明した。抗菌力試験の結果

St. aure&s  (i防止しても防止出来ない菌もあったので，

日本人の衣服衛生加工試験菌としてこうした菌の追加を

望む。


